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長野県デジタル地質図2015 インデックスマップ簡略地質凡例
地質時代の年代値はInternational Chronostratigraphic Chart（2015）による 
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付加体区分補足 その他の記号断層の種別 変位が連続して
追跡できるもの

存在が推定される
もの 伏在しているもの

（１）地質断層

（２）活断層（地形学的根拠）

（３）活断層（地質学的根拠のみ）

（４）地震断層

黒実線 黒破線

黒実線 黒破線 黒点線

青実線

赤太点線

青破線 青点線

※活断層は中期更新世から現在までの間に活動し、今後も活動する可能性が高いと判断される断層

断層の区分

： 褶曲（上より背斜， 向斜， 転倒背斜， 転倒向斜の構造を示す）

長野県地質図活用普及事業研究会（2015）

（更新世～
   完新世）

国土地理院5万分1地形図区画案内図

小滝 妙高山 飯山 苗場山
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塩尻乗鞍岳 諏訪 蓼科山 十石峠

伊那木曽福島御嶽山 高遠

赤穂上松加子母 市野瀬

飯田妻籠 大河原

時又中津川 赤石岳

満島根羽 井川

八ヶ岳 金峰山

高田東部 松之山温泉

50km

地形地質からみた長野県の10の山域区分図（縮尺 1：200,000）
（「山岳の環境保全及び適正利用の方針（2016年3月，長野県）」関連資料）
編図：富樫  均・佐藤  繁　　発行：長野県環境保全研究所　2017年3月

※背景図には長野県地質図活用普及事業研究会編著（2015）「長野県デジタル地質図2015 
　インデックスマップ」を使用した

背景地図には、北海道地図（株）GISMAP200000を使用。 

　本図は長野県が2016年3月に策定した「山岳の環境保全及び適正利
用の方針」において、対象とした10山域をとりあげ、主に地形と地質（山
の成因）の特徴から、ひとつのまとまりとして抽出される山域の範囲を地
質図の上に示したものである。
　本図の背景地質図には、長野県地質図活用普及事業研究会の了承を
得て、同研究会編著（2015）「長野県デジタル地質図2015インデックス
マップ」を使用した。①～⑩の各山域の特徴を表にまとめるにあたり、
参照した基本文献を以下に示す。

竹下欣宏・西来邦章・富樫 均（2015）四阿火山：成層火山体の開析地形とその利用．地質学
雑誌121，233-248．

高橋 康・三宅康幸（2004）上信地域烏帽子岳南西麓の溶岩類のK-Ar年代．火山49，207-212．
西来邦章・松本哲一・宇都浩三・高橋 康・三宅康幸（2007）中部日本，八ヶ岳地域の火山活

動期の再検討．地質学雑誌113，193-211．
河内晋平（1974）「蓼科山地域の地質」地域地質研究報告（5万分の１地質図幅）．地質調査所．
松本盆地団体研究グループ(2002)古期御嶽火山の地質．地球科学56，65-85．
山田直利・小林武彦(1988) 「御嶽山地域の地質」地域地質研究報告（5万分の１地質図幅）．
地質調査所．
原山 智（2015a）上高地盆地の地形形成史と第四紀槍・穂高カルデラ－滝谷花崗岩コンプレッ

クス．地質学雑誌121，373-389．
原山 智（2015b）北アルプス鹿島槍ヶ岳－爺ヶ岳に露出する，直立した第四紀陥没カルデラ－
黒部川花崗岩コンプレックス：短縮テクトニクスによる傾動隆起山脈の典型例．地質学雑誌

121，293-308．
早津賢二(2008)妙高火山群－多世代火山のライフヒストリー－．実業広報社，424p．
島津光夫・立石雅昭（1993）「苗場山地域の地質」地域地質研究報告（5万分の１地質図幅）．

地質調査所．

地形地質からみた長野県の10の山域区分図
（縮尺 1：200,000）

（「山岳の環境保全及び適正利用の方針（2016年3月，長野県）」関連資料）

　北の四阿山周辺地域と，南東の烏帽子火山群地域に分けられる．四阿山は中期
更新世の約80万年～45万年前に活動した複成火山で，大きなカルデラ状の侵食
地形が発達する（竹下・西来・富樫，2015）．周辺の隆起とともに侵食・開析がすす
み，西側の山麓には基盤の新第三紀の花崗岩類等の露出もみられる．一方，烏帽子
火山群は約80万年前から活動した中期・後期更新世以降の複成火山群であり（高
橋・三宅，2004），その南東端には現在活発な噴火を繰り返す浅間山が分布する．

　南アルプス山域東半部を構成する地質の，糸魚川-静岡構造線を越えた東方延
長にあたり，千曲川の源流部をなす．中世代ジュラ紀から白亜紀の「付加体」堆積
岩類と，新第三紀の花崗岩類からなる．甲武信ヶ岳と金峰山は花崗岩の山で，金峰
山の五丈岩に代表されるように，隆起・侵食からとり残されて出来たトア（岩塔）の
地形が発達する．

　フォッサマグナの中央部に南北に連なる列状の火山群で，約50万年前以降の
噴火活動によって形成された（西来ほか，2007）．地質の特徴により，夏沢峠を境
に北八ヶ岳と南八ヶ岳に分けられる（河内，1974）．主峰赤岳や権現岳を含む南八
ヶ岳は中期更新世の火山体であり，侵食にさらされた険しい岩稜が特徴である．
一方，蓼科山や縞枯山を含む北八ヶ岳は，中期更新世の火山体の上に，後期更新
世の火山噴出物が重なり，比較的なだらかな山容をもつ．

　中央構造線と糸魚川-静岡構造線に囲まれた楔状の隆起山脈である．主に中生
代ジュラ紀～白亜紀の「付加体」堆積岩類から構成される．マグマを伴う火山活動
はないが，南アルプス北端の甲斐駒ヶ岳付近には，地下深くでマグマが固結して
形成された新第三紀の花崗岩が露出する．南アルプスの主稜付近には砂岩や泥
岩が繰り返す地層が多いが，一部にチャートや蛇紋岩，海底火山由来の緑色岩等
をブロック状に含む．断層破砕帯や褶曲帯では崩壊地が形成されやすい．山域上
部にまで森林が発達するが，主稜の標高約2600mより上部には，カールなどのか
つての氷河地形が残存し，お花畑もみられる．

　伊那谷断層帯と木曽山脈西縁断層帯に挟まれた山塊で，日本アルプスを構成す
る3つの山脈の中では相対的に規模がやや小さい．地質構成は比較的単純で，北
部の経ヶ岳を中心とする中生代ジュラ紀堆積岩起源の変成岩分布域と，木曽駒ヶ
岳周辺からその南に続く中生代白亜紀の花崗岩分布域からなる．木曽駒ヶ岳から
南駒ヶ岳を結ぶ主稜東側の標高約2500ｍ以上には，千畳敷を代表とするカール
などのかつての氷河地形が残存する．

　約80万年から約40万年前までに活動した中期更新世の古期火山と，後期更新
世から現在まで続く活動による新期火山からなる複成火山である（松本盆地団研，
2002）．古期火山の中心部は新期の噴出物で覆われており，山麓下部の谷沿いや，
おんたけスカイラインから三笠山（2256m）付近に古期火山の噴出物が露出する．
三ノ池の東には，新鮮な溶岩流地形を残す三ノ池溶岩流が認められ（山田・小林，
1988），三ノ池や四ノ池などの火口跡（火口湖）が分布する．1979年以降にも繰り
返し小規模な水蒸気噴火を起こしており，剣ヶ峰南西にある地獄谷では現在も噴
気活動が続いている．

　上高地をとりまく穂高岳周辺には，第四紀前期更新世にカルデラを形成した穂
高安山岩類と，その火山活動直後に地下で形成された”世界最若年”の記録をもつ
滝谷花崗岩類の分布がみられる（原山，2015a）．この地域は，急激な隆起と激しい
侵食作用を受けているために強風化部はほとんど残っておらず，新鮮かつ硬質な
岩盤が大規模に露出する．また標高約2400m以上には，涸沢カール等に代表され
るかつての氷河地形がよく残されている．なお，上高地の広い平坦地は，約1.2万
年前以降の古梓川の堰き止めによって形成された古い湖の名残である（原山，
2015a）．上高地の南西には焼岳・乗鞍岳等の活火山があり，隆起山脈の山稜に
たいする顕著な地形的コントラストを見せる．

　日本アルプスを構成する３つのアルプスの中で，北アルプスは最も複雑な形成
史をもち，かつ多様な地質から構成されている．後立山連峰の八方尾根より北に
は，古生代～中生代の堆積岩，火山岩，変成岩，蛇紋岩などの多種多様な岩石が複
雑に入り乱れて分布し，とくに白馬岳周辺は国内で最も多種多様な岩石が狭い範
囲に集中する山域である．さらに白馬大池周辺には第四紀中期～後期更新世の火
山活動がみられる．爺ヶ岳の周辺域は古第三紀の花崗岩と第四紀前期更新世の
火山岩類からなり，前期～中期更新世に複合カルデラの形成とそれに続く激しい
傾動隆起が起こった証拠が見いだされている（原山，2015ｂ）．稜線東側の標高
2400ｍ以上にはカールなどのかつての氷河地形が残存し，冬季の多雪地で，お花
畑や湿原が多い．

　北部フォッサマグナに位置し，かつての日本海で形成された新第三紀海成層を
基盤として，種々の年代の火山岩類が山々を構成している．それらは新第三紀～
第四紀中期更新世の火山岩類からなる山と，第四紀火山に分けられる．前者の代
表は雨飾山や高妻山・戸隠山で，地下でマグマが固結した細粒～斑状の貫入岩類
や海底火山から噴出した溶岩・火砕岩類の堅い岩盤がその後の隆起・侵食に耐え
て山を形成したものである．後者の代表は妙高・黒姫・飯綱・斑尾山で，これらは
約70万年前以降の中期～後期更新世（一部は活火山を含む）に活動した複成火山
の集まりで，妙高火山群とよばれている（早津，2008）．

　志賀高原は，新第三紀以降の花崗岩類や貫入岩類を基盤とし，前期～中期更新
世の複数の火山噴出物が堆積している．活動時期の異なる多くの火山があつまる
火山地帯であり，過去の火山活動に伴う堰き止めや冬季の多雪等の影響で，湖沼
や湿原が多く形成されている．高温の温泉地が多く，しばしば岩石が熱水変質に
よって粘土化して脆くなり，温泉地特有の地すべりや斜面崩壊がみられる．
　苗場山は第四紀中期更新世に活動した複成火山で，主に安山岩質の火砕岩・溶
岩層からなり，山頂付近の平坦地形は，溶岩の堆積面に相当する（島津・立石，1993）．
山頂付近のきわめてゆるい傾斜の台地状の地形と冬季の多雪条件により，泥炭層
と池塘がよく発達する高層湿原が形成されている．

上信国境

奥秩父
（関東山地）

八ヶ岳

南アルプス
（赤石山脈）

中央アルプス
（木曽山脈）

御嶽山

北アルプス南部
（飛騨山脈）

北アルプス北部
（飛騨山脈）

戸隠

志賀・苗場

①
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③

④
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⑨
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山　域　名 地 形 と 地 質 の 特 徴No.


